
今
年
の
正
月
屠
蘇
を
飲
み
な
が
ら
、
長
年
日
課
と
し

て
き
た
早
朝
六
時
半
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
雨
天
以
外
は
欠
か
さ
ず
実
行
し
、
一
月
は
執
筆
活
動

を
封
印
し
惰
眠
と
読
書
三
昧
で
過
ご
そ
う
と
決
め
た
。

『
中
村
屋
の
ボ
ー
ス
』
中
島
岳
志
著(

白
水
社)

は
、

感
銘
し
て
読
了
し
た
一
冊
で
あ
る
。
拙
著
「
奇
妙
な
～
」

シ
リ
ー
ズ
第
二
作
『
奇
妙
な
猫
た
ち
』(

文
芸
社)

執
筆

の
際
新
宿
中
村
屋
の
歴
史
を
調
査
し
た
経
緯
が
あ
る
。

高
校
大
先
輩
、
文
芸
評
論
で
名
を
成
し
た
臼
井
吉
見

が
十
年
費
や
し
た
大
河
小
説
『
安
曇
野
』(
筑
摩
書
房
全

五
巻)

に
中
村
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
は
実
業
家

相
馬
愛
蔵
・
良(

黒
光)

夫
妻
、
「
中
村
屋
サ
ロ
ン
」
に

出
入
り
し
た
彫
刻
家
荻
原
碌
山
、
教
育
者
井
口
喜
源
治
、

社
会
主
義
者
木
下
尚
江
、
後
段
で
本
人
も
登
場
す
る
歴

史
小
説
で
谷
崎
賞
を
受
賞
し
た
。
良(

黒
光)

と
尚
江
の

二
人
は
同
郷
で
は
な
い
が
、
他
は
作
者
同
様
信
州
南
安

曇
郡(

現
安
曇
野
市)

の
出
身
者
。
本
郷
東
大
前
で
パ
ン
屋

を
創
業
し
た
相
馬
愛
蔵
一
家
の
歴
史
と
前
述
「
中
村
屋

サ
ロ
ン
」
の
住
人
達
を
描
き
な
が
ら
、
激
動
の
明
治
～

昭
和
中
期
の
日
本
を
語
る
臼
井
の
代
表
作
で
あ
る
。
以

後
安
曇
野
と
い
う
造
語
が
広
く
世
間
に
定
着
し
た
。

そ
の
『
安
曇
野
』
中
に
も
、
亡
命
者
Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス

(Rash
Behari
B
as
u)

の
話
も
出
て
い
た
と
記
憶
す
る
。

印
度
時
代
の
Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス
は
、
「
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ

総
督
爆
殺
未
遂
事
件
」
を
主
導
す
る
急
進
派
独
立
運
動

を
策
す
テ
ロ
リ
ス
ト
で
、
英
国
官
憲
か
ら
追
わ
れ
タ
ゴ
ー

ル
の
親
族
の
偽
名
を
用
い
て
、
船
便
で
一
九
一
五
年
神

戸
に
上
陸
、
日
露
戦
の
戦
勝
で
沸
く
日
本
へ
亡
命
す
る
。

日
英
同
盟
下
の
東
京
で
地
下
活
動
を
開
始
し
孫
文
や
右

翼
の
大
物
頭
山
満
等
と
接
触
。
正
に
印
度
人
の
国
外
退

去
命
令
を
伝
え
る
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
国
情
下
、

印
度
独
立
運
動
の
革
命
家
二
十
九
歳
Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス
は
、

日
本
亡
命
後
も
官
憲
に
追
わ
れ
中
村
屋
に
匿
わ
れ
る
。

か
く
ま

後
に
日
本
に
帰
化
し
相
馬
夫
妻
の
娘
俊
子
を
娶
る
。

第
二
作
短
編
『
奇
妙
な
猫
た
ち
』
は
稚
拙
だ
が
私
に

と
っ
て
は
思
い
出
深
い
作
品
で
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
彫

刻
家
碌
山
と
良(

黒
光)

と
の
実
ら
ぬ
恋
の
話
を
引
用
し

な
が
ら
、
本
編
で
は
猫
好
き
の
彫
刻
家
岩
淵
榮
太
郎
を

描
い
た
。
モ
デ
ル
は
碌
山
同
様
安
曇
野
出
身
の
彫
刻
家
、

晩
年
二
体
の
十
一
面
観
音
菩
薩
石
像
を
彫
っ
て
逝
っ
た

「
石
の
詩
人
」
の
故
高
島
文
彦
君
で
あ
る
。
私
は
文
彦

君
と
彼
の
細
君
共
に
高
校
同
級
生
で
、
生
前
彼
は
東
京

の
美
術
家
集
団
の
一
陽
会
を
率
い
常
任
理
事
に
就
い
た
。

さ
て
日
本
に
亡
命
し
た
Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス
で
あ
る
が
…

英
国
政
府
手
先
の
探
偵
に
尾
行
の
毎
日
を
経
て
、
滞
在

十
年
目
で
晴
れ
て
自
由
の
身
を
感
受
し
な
が
ら
日
本
に

帰
化
、
俊
子
と
結
婚
し
二
人
の
子
を
成
し
防
須
を
名
乗

ヽ

ヽ

る
が
使
命
感
は
決
し
て
衰
え
な
い
。
命
名
は
友
人
犬
飼

毅
で
あ
る
。
や
が
て
雑
誌
「
新
亜
細
亜
」
を
創
刊
す
る
。

「
印
度
は
帝
国
主
義
の
要
石
」
と
し
印
度
独
立
は
亜
細

亜
諸
国
の
独
立
に
波
及
す
る
と
以
下
論
を
展
開
す
る
。

《
亜
細
亜
の
解
放
に
は
印
度
の
独
立
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ

る
。
英
帝
国
主
義
の
本
拠
で
あ
る
印
度
が
独
立
す
れ
ば
全
亜
細

亜
は
自
動
的
に
解
放
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
印
度
は
現
在
英
国
の

戦
略
的
基
地
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
莫
大
な
経
済
資
源
と

人
力
を
英
国
に
搾
取
さ
れ
て
い
る
。
英
国
が
亜
細
亜
及
び
阿
弗
利

加
に
勢
力
を
占
め
、
独
逸
に
対
し
て
抗
戦
で
き
る
の
は
印
度
を
支

配
す
る
が
故
で
あ
る
。
一
度
印
度
よ
り
英
国
の
支
配
が
除
去
さ
れ

る
な
ら
ば
、
亜
細
亜
が
解
放
さ
れ
、
此
処
に
全
亜
細
亜
は
人
類
の

救
済
の
た
め
よ
り
良
き
新
文
明
を
創
り
得
る
で
あ
ろ
う
》

以
後
極
東
の
地
か
ら
印
度
の
独
立
を
画
策
し
指
導
す
る
。

一
九
三
七
年
勃
発
し
た
支
那
事
変
で
す
ら
千
載
一
隅
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
日
本
の
世
論
を
動
か
そ
う
と
謀
る
。
「
日
中

両
国
の
抗
争
に
あ
ら
ず
」
の
論
陣
を
は
り
「
実
は
世
界
大

戦
後
英
国
が
支
那
に
対
し
て
用
い
た
離
間
政
策
に
あ
っ
た
」

「
支
那
を
唆
す
背
後
に
い
る
英
国
の
悪
勢
力
で
あ
る
」

そ
そ
の
か

「
極
東
の
二
大
国
を
相
喰
わ
し
め
る
策
動
を
行
っ
た
」
と
。

そ
う
し
た
日
本
の
軍
事
的
侵
略
主
義
の
動
向
を
、
新
た

な
帝
国
主
義
国
家
の
誕
生
と
見
做
し
印
度
で
は
、
ネ
ル
ー

や
ガ
ン
デ
ィ
等
国
民
会
議
派
の
反
日
思
想
が
台
頭
す
る
。

Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス
は
、
そ
の
原
因
で
す
ら
「
英
国
に
よ
る
世

論
の
反
日
化
」
と
強
弁
、
ア
ジ
ア
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
受

賞
者
の
ラ
ビ
ン
ト
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
を
計
五
回
日
本

招
致
し
反
日
化
を
阻
止
、
二
回
自
ら
面
会
し
て
い
る
。

国
民
会
議
派
の
非
暴
力
闘
争
と
立
場
を
異
に
す
る
政
治

家
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス(

以
下
Ｃ
・
ボ
ー
ス)

の
人
気
に

注
目
し
た
Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス
は
、
自
ら
書
簡
を
送
り
難
局
打

開
を
促
す
が
英
国
官
憲
に
よ
り
書
簡
は
没
収
さ
れ
る
。
二

人
の
ボ
ー
ス
の
共
通
認
識
は
、
英
国
へ
の
武
力
闘
争
を
含

む
徹
底
抗
戦
で
あ
る
が
、
Ｃ
・
ボ
ー
ス
は
印
度
で
逮
捕
。

仮
釈
放
中
に
脱
出
し
独
ナ
チ
ス
に
庇
護
を
求
め
る
。
一
方

Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス
も
、
日
独
伊
の
連
携
頼
り
に
英
国
打
倒
構

想
を
訴
え
て
、
ナ
チ
ス
や
ヒ
ト
ラ
ー
礼
賛
論
す
ら
展
開
。

一
九
四
一
年
米
英
相
手
の
大
東
亜
戦
争
勃
発
。

Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス
は
、
呼
応
し
言
論
活
動
を
各
地
で
活
発

化
さ
せ
大
東
亜
戦
争
は
印
度
独
立
の
絶
好
の
機
会
と
熱
弁

を
奮
い
、
英
国
拠
点
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
す
る
や
、
各

地
の
印
度
人
に
対
し
て
決
起
を
促
し
、
印
度
独
立
連
盟
や

国
民
軍
代
表
が
東
京
で
一
同
に
会
し
た
。
独
立
運
動
の
表

舞
台
に
復
帰
す
る
べ
く
後
日
バ
ン
コ
ッ
ク
会
議
に
向
う
。

<
Iw
a
s
a
figh
te
r.O
n
e
figh
te
r
m
o
re
.T
h
e
la
st
a
n
d
th
e
b
e
st.>

と
書
き
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
反
転
攻
勢
に
転
じ
て
い
る
。

日
本
軍
の
仲
介
で
独
逸
か
ら
潜
水
艦
に
よ
り
護
送
さ
れ
た

Ｃ
・
ボ
ー
ス
と
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
密
談
し
、
そ
こ
で

印
度
独
立
連
盟
と
国
民
軍
の
代
表
を
任
せ
る
権
限
の
委
譲

が
な
さ
れ
た
。
結
核
を
患
っ
て
い
た
彼
は
喀
血
し
身
体
衰

弱
著
し
く
一
九
四
五
年
一
月
鉱
泉
の
客
と
な
る
。
日
本
の

敗
戦
は
同
年
八
月
一
五
日
。
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
分
離
し
た

印
度
独
立
は
二
年
後
の
一
九
四
七
八
月
一
五
日
。
『
中
村

屋
の
ボ
ー
ス
』
は
残
り
、
印
度
カ
リ
ー
は
戦
後
六
十
年
経

て
も
店
頭
で
そ
の
人
気
は
衰
え
る
こ
と
が
無
い
。

了
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読
後
随
想
録-

Ⅳ

-

平
成
二
十
一
年
一
月
三
〇
日-

Ｒ
・
Ｂ
ボ
ー
ス

た
な
か
踏
基


